
令
和
元
年
農
林
水
産
省
令
第
九
号

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
一
年
法
律
第
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
、
第
四
条

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
八
条
第
一
項
第
四
号
、
第
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
三

条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
六
条
第
一
項

及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
十
二

条
並
び
に
附
則
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
令

和
元
年
政
令
第
二
十
二
号
）
第
一
条
第
四
号
並
び
に
第
三
条
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
同
令
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
及
び
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
農
業
用
た
め
池
の
要
件
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
堤
体
及
び
取
水
設
備
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。

二
　
基
礎
地
盤
か
ら
堤
頂
ま
で
の
高
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
施
設
に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
ダ
ム
（
同
法
第
八
十

七
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ
　
貯
水
施
設
の
構
造
に
関
す
る
近
代
的
な
技
術
基
準
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
っ
て
、
そ
の
所
有
者

又
は
管
理
者
が
当
該
施
設
の
管
理
に
関
し
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
七

条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
九
十

三
条
の
二
第
一
項
の
管
理
規
程
又
は
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）

第
十
六
条
第
一
項
の
施
設
管
理
規
程
を
定
め
て
い
る
も
の

（
農
業
用
た
め
池
の
届
出
）

第
三
条
　
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
等
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
写
し

二
　
農
業
用
た
め
池
の
管
理
者
が
法
人
で
な
い
団
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
規
約
そ
の
他
当
該
団
体
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
定
め
を
記
載
し
た
書
類

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類

（
農
業
用
た
め
池
の
届
出
書
の
記
載
事
項
）

第
四
条
　
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
農
業
用
た
め
池
の
基
礎
地
盤
か
ら
堤
頂
ま
で
の
高
さ
及
び
堤
頂
の
長
さ
並
び
に
貯
水
す
る
容
量

二
　
農
業
用
た
め
池
に
管
理
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
権
原
の
種
類
及
び
内
容

（
変
更
等
の
届
出
）

第
五
条
　
法
第
四
条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出

し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
届
出
に
係
る
農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
変
更
の
内
容
及
び
理
由

三
　
変
更
の
年
月
日

２
　
法
第
四
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
提
出
し
て

す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
届
出
に
係
る
農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
廃
止
の
理
由

三
　
廃
止
の
年
月
日

３
　
前
二
項
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
添
付
す
べ
き
書
類
が
既
に
都
道
府
県

知
事
に
提
出
さ
れ
て
い
る
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
添
付
を
省
略
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
表
事
項
）

第
六
条
　
法
第
四
条
第
三
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
等
の
名
称
（
当
該
所
有
者
等
が
自
然
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
）

二
　
第
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項

三
　
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
年
月
日
（
当
該
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

四
　
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
当
該
指
定
の
年
月
日

（
特
定
農
業
用
た
め
池
の
指
定
の
要
件
）

第
七
条
　
令
第
一
条
第
四
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
農
業
用
た
め
池
に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
当
該
農
業
用
た
め
池
の
管
理
を
行
う
者
を
確
知
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
そ
の
他
の
状
況
か
ら
み
て
、
当
該
農
業
用
た
め
池
が
決
壊
し
た
場
合
に
は
そ
の
周
辺
の
区

域
の
住
宅
等
の
居
住
者
又
は
利
用
者
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
制
限
行
為
で
許
可
を
要
し
な
い
行
為
）

第
八
条
　
法
第
八
条
第
一
項
第
四
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

一
　
堤
体
、
取
水
設
備
又
は
洪
水
吐
き
の
修
繕
、
水
底
の
堆
積
物
の
し
ゅ
ん
せ
つ
そ
の
他
当
該
特
定
農
業
用
た
め

池
の
管
理
に
係
る
行
為

二
　
土
質
試
験
そ
の
他
の
特
定
農
業
用
た
め
池
の
安
全
性
に
関
す
る
調
査
の
た
め
に
行
う
土
地
の
掘
削

三
　
河
川
法
第
八
条
に
規
定
す
る
河
川
工
事
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

四
　
国
又
は
都
道
府
県
が
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
工
事
の
施
行
と

し
て
行
う
行
為

五
　
国
又
は
都
道
府
県
が
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る

保
安
施
設
事
業
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

六
　
国
又
は
都
道
府
県
が
地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る

地
す
べ
り
防
止
工
事
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

七
　
都
道
府
県
が
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
の
施
行
と
し
て
行
う
行
為

（
届
出
を
要
し
な
い
防
災
工
事
）

第
九
条
　
法
第
九
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
防
災
工
事
は
、
非
常
災
害
の
た
め
必
要
な
応
急
措
置
と
し

て
行
う
防
災
工
事
と
す
る
。

（
防
災
工
事
に
関
す
る
計
画
の
届
出
）

第
十
条
　
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
計
画
書
を
提
出
し
て
す
る
も

の
と
す
る
。

一
　
当
該
届
出
に
係
る
特
定
農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
防
災
工
事
の
着
手
予
定
年
月
日
及
び
完
了
予
定
年
月
日

三
　
防
災
工
事
の
種
類
及
び
内
容

四
　
防
災
工
事
の
施
行
の
方
法

２
　
前
項
の
計
画
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
届
出
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
写
し

二
　
当
該
届
出
者
が
法
人
で
な
い
団
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
規
約
そ
の
他
当
該
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
定
め
を
記
載
し
た
書
類

三
　
特
定
農
業
用
た
め
池
の
位
置
図
、
平
面
図
、
構
造
図
そ
の
他
必
要
な
図
面

四
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類

３
　
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
項
第
二
号
中
「
着
手
予
定
年
月
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
着
手
年
月
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

1



（
不
確
知
所
有
者
関
連
情
報
を
保
有
す
る
と
思
料
さ
れ
る
者
）

第
十
一
条
　
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
（
令
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
当
該
特
定
農
業
用
た
め
池
を
現
に
占
有
す
る
者

二
　
当
該
特
定
農
業
用
た
め
池
の
敷
地
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
（
登
記
さ
れ
た
も
の
に
限

る
。
）
を
有
す
る
者

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
（
令
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
市
町

村
長
）
が
保
有
す
る
情
報
（
当
該
特
定
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
の
探
索
に
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て
保
有
す

る
も
の
に
限
る
。
）
に
基
づ
き
、
不
確
知
所
有
者
関
連
情
報
を
有
す
る
と
思
料
さ
れ
る
者

（
不
確
知
所
有
者
関
連
情
報
の
提
供
を
求
め
る
措
置
）

第
十
二
条
　
令
第
三
条
第
一
項
第
四
号
（
令
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
不
確
知

所
有
者
関
連
情
報
の
提
供
を
求
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

一
　
記
録
名
義
人
等
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
記
録
名
義
人
等
が
記
録
さ
れ
て
い
る
戸
籍
簿
又
は
除
籍

簿
を
備
え
る
と
思
料
さ
れ
る
市
町
村
の
長
に
対
し
、
当
該
記
録
名
義
人
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
謄
本
又
は

除
籍
謄
本
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
。

二
　
前
号
の
措
置
に
よ
り
判
明
し
た
当
該
記
録
名
義
人
等
の
相
続
人
が
記
録
さ
れ
て
い
る
戸
籍
の
附
票
を
備
え
る

と
思
料
さ
れ
る
市
町
村
の
長
に
対
し
、
当
該
相
続
人
の
戸
籍
の
附
票
の
写
し
又
は
消
除
さ
れ
た
戸
籍
の
附
票
の

写
し
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
。

三
　
記
録
名
義
人
等
が
法
人
で
あ
り
、
合
併
に
よ
り
解
散
し
た
場
合
に
は
、
合
併
後
存
続
し
、
又
は
合
併
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
法
人
が
記
録
さ
れ
て
い
る
法
人
の
登
記
簿
を
備
え
る
と
思
料
さ
れ
る
登
記
所
の
登
記
官
に
対
し
、

当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
を
求
め
る
こ
と
。

四
　
記
録
名
義
人
等
が
法
人
で
あ
り
、
合
併
以
外
の
理
由
に
よ
り
解
散
し
た
場
合
に
は
、
当
該
記
録
名
義
人
等
の

登
記
事
項
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
清
算
人
に
対
し
て
、
書
面
の
送
付
そ
の
他
適
当
な
方
法
に
よ
り
当
該
特

定
農
業
用
た
め
池
に
係
る
不
確
知
所
有
者
関
連
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
。

（
特
定
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
を
特
定
す
る
た
め
の
措
置
）

第
十
三
条
　
令
第
三
条
第
一
項
第
五
号
（
令
第
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
措
置
は
、
当
該
特
定
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
と
思
料
さ
れ
る
者
に
対
し
て
、
当
該
特
定
農
業
用
た
め
池
の

所
有
者
を
特
定
す
る
た
め
の
書
類
を
書
留
郵
便
そ
の
他
配
達
を
試
み
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に

よ
り
送
付
す
る
措
置
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
農
業
用
た
め
池
の
所
在
す
る
都
道
府
県
（
令
第
四
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
）
の
区
域
内
に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
に
代
え
て
、
当
該
特
定
農
業
用

た
め
池
の
所
有
者
と
思
料
さ
れ
る
者
を
訪
問
す
る
措
置
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
不
確
知
管
理
者
関
連
情
報
の
提
供
を
求
め
る
措
置
）

第
十
四
条
　
令
第
三
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
不
確
知
管
理
者
関
連
情
報
の
提
供
を
求
め
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
第
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
特
定
農
業
用
た
め
池
の
管
理
者
を
特
定
す
る
た
め
の
措
置
）

第
十
五
条
　
令
第
三
条
第
二
項
第
三
号
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
の
規
定
を
準
用

す
る
。

（
防
災
工
事
の
施
行
に
係
る
費
用
の
徴
収
）

第
十
六
条
　
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
防
災
工
事
の
施
行
に
要
し
た
費
用
を
徴
収
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
等
に
対
し
徴
収
し
よ
う
と
す
る
費
用
の
額

の
算
定
基
礎
を
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
施
設
管
理
権
の
設
定
に
関
す
る
裁
定
の
申
請
）

第
十
七
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
て
す

る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
申
請
に
係
る
特
定
農
業
用
た
め
池
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
当
該
申
請
に
係
る
特
定
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て
の
管
理
及
び
保
全
の
現
況

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
裁
定
の
申
請
の
公
告
）

第
十
八
条
　
法
第
十
四
条
第
一
項
（
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公

告
は
、
都
道
府
県
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
す
る
も
の
と
す

る
。

（
裁
定
の
申
請
に
つ
い
て
の
異
議
）

第
十
九
条
　
法
第
十
四
条
第
一
項
第
四
号
（
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
異
議
の
申
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
に
、
当
該
申
出
者
が
当
該
特
定
農
業
用
た
め
池
の

所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
申
出
者
に
よ
る
特
定
農
業
用
た
め
池
に
つ
い
て
の
管
理
の
状
況

二
　
当
該
申
出
の
趣
旨
及
び
そ
の
理
由

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
裁
定
の
通
知
及
び
公
告
）

第
二
十
条
　
法
第
十
六
条
第
一
項
（
法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
法
第
十
五
条
第
二
項
（
法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
裁
定
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
事
項
、
当
該
裁
定
の
理
由
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
裁
定
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
事
項
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
す

る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
長
に
よ
る
管
理
に
係
る
費
用
の
徴
収
）

第
二
十
一
条
　
市
町
村
長
は
、
法
第
十
六
条
第
三
項
（
法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
り
特
定
農
業
用
た
め
池
の
管
理
に
要
す
る
費
用
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特

定
農
業
用
た
め
池
の
所
有
者
に
対
し
徴
収
し
よ
う
と
す
る
費
用
の
額
の
算
定
基
礎
を
明
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
施
設
管
理
権
の
存
続
期
間
の
延
長
に
関
す
る
裁
定
の
申
請
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
つ
い
て
は
、
第
十
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
す
る
も
の
と

す
る
。

２
　
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届

出
書
を
提
出
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
添
付
す
べ
き
書
類
が
既
に
都
道
府
県
知

事
に
提
出
さ
れ
て
い
る
当
該
書
類
と
同
一
の
内
容
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
て
添
付
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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